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新
潟
市
は

「
通
学
路
防
犯
灯
設
置
事
業
」
と
し
て
、
小
中
学
生
の
通
学
路

で
あ
り
な
が
ら
、
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か

ら
設
置
の
要
望
の
あ

っ
た
箇
所
に
、
防
犯
灯
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
コ
ミ
協
は
左
図
の
地
区
に
六
基
の
防
犯
灯
を
設
置
す
る
よ
う
要
望
し
、

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
者
は
新
潟
市
で
、
設
置
後
三
年
間
は
新
潟
市
で
維
持
管
理
す
る
が
、
そ

れ
以
降
は
当
該
白
治
会
が
維
持
管
理
に
当
た
り
ま
す
。
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寄
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オ
ア
シ

ス
会
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五
十
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二
の
町
東
白
治
会
、

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
五

十
嵐
白
治
会

ｂ
　
五
十
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交
番
～
ガ

ス
ト
間
道
路
　
一二
基

管
理
由
治
会

五
十
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一
の
町
自
治
会
二
基

東
五
十
〕風
自
治
会
一
基

|☆防犯灯設置位置 |

況話潟市消防局 ,湾

新
潟
市
消
防
局
は
平
成
１９
年
の
人
楽
状
況
を
発
表
し
ま
し

た
。
火
災
件
数
は
１
４
６
件
で
前
年
に
比
べ
１０
件

（側
％
）

減
少
し
、
出
欠
率

（人
□

一
万
人
あ
た
り
の
火
災
件
数
）
は

‐
・
８
％
で
す
ｏ
全
国
の
政
令
市
、
中
核
市
の
な
か
で
は
、
京
都

市
の
１
・
６
％
に
次
い
で
火
災
の
少
な
い
都
市
で
あ
る
と
い
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
の
全
国
出
火
率
催
％
、
新
潟
県
の
出
火
率

３
．
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

左
表
は
新
潟
西
区
の
１９
年
の
火
楽
発
生
状
況
で
す
。

当
五
十
嵐
地
区
は
火
楽
件
数
ゼ
ロ
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
結

構
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
欠
炎
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
潟
市
１９
年
の
人
炎
で
放
火
が
舞
％
も
あ
る
の
も
恐
い
で

す
。
不
審
者
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

昨
今
の
火
災
、
死
亡
事
故
が
多
い
で
す
。
火
炎
防
止
の
た

め
に
お
互
い
留
意
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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地 区  名
火災件数 建物火災 全焼火災

H19 Hl〔 Hl〔

坂  井  輪 4 4 3 3 1 0

坂井 輪 東 部 4 ９
」 3 1 0

, 1 針ヽ 緑 u 0 0 0 0 0

ブ|  ヽ有汁 オる L師 0 0 0 0 0

ブ1  ヽ有汁 暑喜 〔町 0 0 0 0 0

小 針 小 学 校 1 0 0 0 0

東青山小学校 1 0 0 0

五  十  嵐 0 0 0 0 0 0

ブ1  ヽ 計   デ来 1 0 0

ブ| 計ヽ 浜 自 消 協 0 2 0 2 4

浦 山 1 1 0 0 0

有 明 0 0 0 0 0 0

小  針  西 0 0 0 0 0

小針山手中央 0 4 0 4 0

内 野 2 5 2 4 1 2

西  内  野 2 1 0
つ
こ

赤 塚 5 1 5 1 1 0

中 野 小 屋 1 3 0 8 1

黒 埼 2 4 2 4 0 0
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